
6

戦前期において大日本帝国が海外において植民地化し

た旧台湾・旧朝鮮・旧樺太・旧南洋群島や旧満洲国を中

心に中国などの侵略地に日本人は神社を創設した。それ

らが海外神社であり、その数は2000箇所にものぼる

といわれている。敗戦とともにほとんどの神社は現地人

によって、また日本人（軍）自身の手によって破却され、

その機能はすべての神社で停止した。

われわれは、神奈川大学21世紀COEプログラムの

共同研究のひとつとして、「環境に刻印された人間活動

および災害の痕跡解読」のなかで、海外神社跡地の景観

変容に取り組んだ。その成果の一部として「海外神社（跡

地）調査データベース」を構築し、Web上に公開した。

非文字資料研究センターに移行してからも、毎年このデ

ータベースの増補改訂を続けている。さらに、このデー

タベースの成果を基盤として、在野の研究者なども含め

た「海外神社研究会」を発足させた。　

本共同研究は、この「海外神社研究会」を母体として、

戦後60数年を経た海外神社（跡地）を景観の持続と変

容の観点から分析・検討するものである。すなわち、海

外神社跡地の現地調査を実施し、各神社の神社創設以前

の状況、神社時代の様相、戦後の跡地の持続と変容につ

いての実態解明することを目的としている。

現在までに、神社跡地の景観変容はほぼ4類型に分

けられるのではないかと考えている。それらは、①「改

変」型、極めて類例が多く、公園（朝鮮神宮･樺太神社）・

ホテル（台湾神宮）・宗教施設（南洋群島の和泉神社）・

忠烈祠（台湾護国神社）・学校施設（新京神社）などに

改変されている場合である。②「放置」型、すなわち荒

れるがままに放置され原野・雑木林になっている場合。

なお、建国忠霊廟のようにほぼ旧状を維持している場合

もある。③「再建」型、少数ながら新たな神社として再

建されている場合。④「復活」型すなわち神社が創建さ

れる以前の施設に戻った場合などが確認されている。ま

た、それら海外神社跡地の変容の要因についても、戦後

の政治体制による政治的要因。その地域の政治体制の転

換や日本との関係の変化による要因。その地域の開発の

度合い、経済発展の度合いなどによる要因。その地域の

伝統文化の違いによる要因。さらには支配者交代を強く

印象付け「刻印」するという要因などが考えられている。

以上のような、現在までの数少ない調査事例からの仮

説を、多くの現地調査を実施することによって検証・修

正するとともに、今なお、必ずしも実態がよくわかって

いない海外神社の全貌を明らかにしたいと考えている。

いずれにせよ、台湾・韓国・サハリンなどの現地調査

を実施し、神社創建以前の状況、神社時代の様相、戦後

神社跡地の持続・変容などの実態を解明することのなか

から、海外神社研究の総括が見えてくるのではないかと

期待している。
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図１	 『官幣大社壹彎神社境内之圖』
	 基隆川に架かる明治橋から本殿に至る神社の全貌を鳥瞰パー

スで描く。右上部に神社の「由緒略記」が記されている。明
治 39年 6月 17日発行、大正 11年 1月 20日増補再版。

	 （辻子コレクション）
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本共同研究は、多くの人が行き交い都市として発展す

るところが見られる一方で、低湿で塩害を受けやすいが

ため遅れた農業地とされてきた大河川の河口部に広がる

汽水域に注目し、そうした水辺環境を生活の場とする

人々の生活文化について環境史の視点から究明すること

を目的とする。同時に、非文字資料の研究手法として、

オーラルヒストリーおよび生活環境史を開拓する。具体

的には、以下に示す 2 つのテーマから上記の問題に迫

ることとする。

①水上生活者の歴史的変容
江戸時代、日本列島には陸に家を持たずに水上で暮ら

す「家
え

船
ぶね

」という生活形態があった。近代に入っても、

さまざまにその様態を変えながら水上生活者は各地に存

在した。しかし、近現代における水上生活者に関する研

究はほとんど進んでいないのが現状である。今その痕跡

は歴史に埋もれようとしており、その記録化は緊急性を

持つ。

具体的な研究対象地として、北九州の洞海湾を取りあ

げ、八幡製鉄所の発展に伴う石炭輸送の担い手として登

場した水上生活者の歴史的な推移と、洞海湾の環境・景

観の変化を重ねて追究する。また、そうした水上生活の

変容と消滅のプロセスは、日本における近代化の歴史と

その問題点を写し出す鏡でもある。その意味では、本研

究は水上生活者を通して日本の近代化を問い直すことに

もなる。

なお、現地調査においては､ 残り少ない水上生活体験

者へのインタビューとともに近代に撮影された写真・映

像資料の収集を通して、オーラルヒストリーの手法によ

る水上生活の記録化とその分析をおこなう。 

②汽水域の民俗文化
かつて日本常民文化研究所の河岡武春は、日本海沿岸

にある潟湖周辺の暮らしぶりに着目し「低湿地文化」を

発想した。その検証は未完のまま終わったが、低湿地文

化のあり方として高い複合生業への志向性を暗示した。

潟湖周辺の環境は、海と陸の接点となる汽水域（海水と

淡水の入り混じるところ）という特徴があり、じつは河

岡のいう低湿地文化とは汽水文化の一面に過ぎないので

はないかとも考えられる。

四方を海に囲まれる日本列島の場合、河口部や潟湖・

内湖といった沿岸環境の多くは汽水域となるが、そこは

たとえば魚類の生息環境としてみた場合、淡水魚ととも

に海水魚も生息可能な生物多様性の高い空間である。そ

うした自然的特徴を背景に、汽水域では独特な漁労技術

や低湿地農耕が発達する。さらには、歴史的に見て、そ

こは海から河川への荷の積み替えがなされるなど交通の

要地となる。また、そこは市や行商といった商業活動も

盛んになり、港町のように都市化する場合もみられる。

そのため、当然、人や物の行き来に伴い、噂や世間話と

いった情報の集積地ともなっていた。こうした個々の文

化要素を繋ぎ合わせることで、河岡の低湿地文化論を批

判的に継承し、新たな視点に立った生活環境史研究とし

て「汽水文化」を提唱する。
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写真１	 筑後川下流のクリーク（福岡県柳川市）




